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自動車局の括りから取材スタート
（株）自動車新聞社 LIGARE創刊編集長
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社会課題と移動全体を考えるため 2013年独立
移動手段とサービスの多様化高度化

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活用するか

都市
道路

福祉・医療 子育て 住宅 観光
産業
物流

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし
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移動が変わらないので モビリティ×DX
AI IoT 自動運転について取材



自転車の活用推進に向けた有識者会議委員

まちづくりと一緒に
免許返納後の
移動手段を考えています



2020年12月10日発売 時事通信社より



私たちは、声を聞けているか？
潜在的な生活者ニーズを汲めていないのではないか

高齢者事故からモビリティを考える会
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長野都市圏総合都市交通体系調査長野県、長野市、須坂市、中野市、飯山市、千曲市、小布施町、
信濃町、飯綱町 https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/infra/toshi/keikaku/pt/documents/pt_result_vol2.pdf

第２回 平成16年
（2004）

第3回 平成28年
（2016）

クルマだけに頼った暮らし 急激に増えた家族タクシー
移動貧困が生活の貧困を招く



社会病理 免許返納で介護リスクが２倍
免許返納は大人失格か？

返納して病気になる人は「クルマ生活習慣病」

https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_download&b
lock_id=2652&room_id=549&cabinet_id=174&file_id=6255&upload_id=7188



テクノロジーが進歩しているように見えるが
移動の選択肢が少ない

高齢者、障害者、子育て層が安心して外出できない

安心して歳をとれない
子育てできない

免許返納、障害を持つと
社会人じゃなくなる？

QOL低下
家族が面倒を見ないといけない
生活まで貧困になる
医療・福祉費の増大
自治体財政破綻、地域経済の地盤沈下

移動貧困社会とは

SDGs 日本も未だ途上国ではないか？



2027年には100万人を超える免許返納者
悲劇か？機会か？

何もしなければ…



免許返納の純粋な約3兆円の新たなマーケット
もっと大きいはず…

出典：MONET Technologies ⇒PDF：MONET Technologiesの取組み



移動寿命

資産寿命

健康寿命

結果、介護に依存せず心身とも
に自立し

健康的で自由な生活ができる

クルマ卒業後も
一人で外出できる寿命

死ぬまでお金に困らない寿命
家族の移動寿命が長ければ
働ける

移動寿命の延伸は、健康寿命の延伸につながる

自分で移動できること
＝生きること、元気であることそのもの

危ないからダメ、禁止するのは悲しい。危なくない社会をなぜ作れない？
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各移動手段からMaaS CASEまで取材
安心して歳をとれる社会にならない 何か足りない気がする

移動＝
生きることそのもの
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理想とは程遠い 問題が山積

自転車は対
策の対象・
活用はこれ
から

高齢者・障
害者の外出
への社会的
理解が低い

地方で歩い
て暮らせる
まちを作っ
てこなかっ
た

PMVを活用
出来ておら
ず、乗り物
も育ってい
ない

電動化、安
全支援技術
の活用が進
む

完全自動運
転の実用化
には超える
べきハード
ル多い

ドライバー
不足・高齢
化等健康起
因事故多発

運輸業から
サービス業
への転換が
なかなか進
まない

人口減少・
少子高齢化
による利用
者の減少

廃線問題

他国との都
市間競争

経営問題

担い手不足

担い手不足
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MaaSを取材する以前から
業界を取材しているので実情は分かっていた



自動運転は「万能薬か？」
すべての移動問題を解決するという”神話”

内閣府 SIP 平成３０年７月１９日
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/keikaku2/4_jidosoko.pdf



＜マス交通＞
鉄道、バス

ゴルフカート

自動運転バス

カーシェア

自転車シェア

オンデマンドバス

タクシー

＜端末交通＞

足りない移動手段
それを使ったサービス
使える状況づくり

足りない移動手段
使える状況

知られていない
活用方法をしらない
デザインや機能が悪い

高価で買えない
道路整備
教育

周囲の理解

原付

電動車いす
牽引、ハンドル形、高機能

手動車いす

自転車

自動車

住み続けるために必要な移動手段
CASE MaaSで救えない移動がたくさんある

＜保有＞



ドライバーになる仕組みはしっかりしてる
ドライバー卒業サポートがない

●運転スキルの見直し
●身体能力測定
●免許返納時期と
新たな暮らしの計画を一緒に考える

●クルマ以外の移動手段をピックアップ
乗り方サポートもセット

●数年ごとに、移動手段を見直し

保険会社
ディーラー
教習所
の出番？？

例えば：免許返納一括請負
＋返納後のライフサポートサービス



２つのタイプの移動手段を増やす

誰かに送ってもらう
タイプ

鉄道、バス、タクシー
MaaS

もっと知恵を絞りたい

自分で移動する
タイプ

小型モビリティ、自転車、
車いすなど

もっと投資・開発を

Self-movement
自力移動

Outside help
他力移動



大切な３つのバランス 都市経営の観点から
短期、中期、長期計画を

ヒト
本人・社会
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http://www.inacity.jp/shisei/kakushuplanshiryo/nogyo_noringyo/174k
akf20200316.files/inasijitennsyakeikaku.pdf

「交通教育」＋「モビリティ教育」
クルマ＋もう一つ移動手段を持とう
クルマに乗ることは否定しない



24

デザインやプロモーションが大切
日本に存在する「意識のバリア」を越える必要性



移動手段の種類が日本は少ない！



歩く
歩行補助

自転車
PMV

自動車
四輪・二輪

バス
タクシー 鉄道 飛行機

船

運転免許の要らない移動手段は、非常に少ない
田舎は「所有」 市民権を得ている移動手段は「徒歩」「自転車」の現実

社会の課題解決にどのようにまちを再構築し

どのように移動手段を活用するか

都市
道路

福祉・医療 子育て 住宅 観光産業

etc..

個々人に着目した
心豊かな暮らし
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☚ポイント
自転車に取組むと

他のスローモビリティも
導入しやすい



27協栄製作所https://kyoei-seisaku.co.jp/

危ないなら危なくないものを作ろう
自転車、パーソナルモビリティの開発をもっと



鍵は道路が握る

ヒト
本人・社会

移動手段 道路

移動寿命

自動運転、自転車、電動キックボード、車いす



コロナで大きく変わった欧州の都市
写真：パリ



東京の道路ですら
整理整頓できていない



古都 金沢/京都が生まれ変わる
クルマからみんなにやさしい
道路 ” ○.0?? “



ご清聴ありがとうございました。

モビリティジャーナリスト 楠田悦子

E-mail info@leben-kurashi.com
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